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万が一に備え基礎技術を学ぶ
応急手当ての正しい知識と技術を身に付けよう──。７

月８日、県立山田高等学校（主濱幸彦校長・生徒267人）
では、１年生93人が応急手当て法を学びました。救命意
識を養うことを目的に行われたもので、山田消防署の救急
救命士から心肺そ生法や止血法など、緊急時に救急車が到
着するまでの救命手当ての説明を受けました。その後、消
防署員や町保健師らの指導で、クラスメートを相手に三角
巾を用いて止血法などの実技が行われ、生徒は何度も繰り
返して練習するなど真剣な眼差しで取り組んでいました。

応急手当ての正しい知識と技術を身に付けよう──。７
月８日、県立山田高等学校（主濱幸彦校長・生徒267人）
では、１年生93人が応急手当て法を学びました。救命意
識を養うことを目的に行われたもので、山田消防署の救急
救命士から心肺そ生法や止血法など、緊急時に救急車が到
着するまでの救命手当ての説明を受けました。その後、消
防署員や町保健師らの指導で、クラスメートを相手に三角
巾を用いて止血法などの実技が行われ、生徒は何度も繰り
返して練習するなど真剣な眼差しで取り組んでいました。

応急手当ての正しい知識と技術を身に付けよう──。７
月８日、県立山田高等学校（主濱幸彦校長・生徒267人）
では、１年生93人が応急手当て法を学びました。救命意
識を養うことを目的に行われたもので、山田消防署の救急
救命士から心肺そ生法や止血法など、緊急時に救急車が到
着するまでの救命手当ての説明を受けました。その後、消
防署員や町保健師らの指導で、クラスメートを相手に三角
巾を用いて止血法などの実技が行われ、生徒は何度も繰り
返して練習するなど真剣な眼差しで取り組んでいました。

応急手当ての正しい知識と技術を身に付けよう──。７
月８日、県立山田高等学校（主濱幸彦校長・生徒267人）
では、１年生93人が応急手当て法を学びました。救命意
識を養うことを目的に行われたもので、山田消防署の救急
救命士から心肺そ生法や止血法など、緊急時に救急車が到
着するまでの救命手当ての説明を受けました。その後、消
防署員や町保健師らの指導で、クラスメートを相手に三角
巾を用いて止血法などの実技が行われ、生徒は何度も繰り
返して練習するなど真剣な眼差しで取り組んでいました。

応急手当ての正しい知識と技術を身に付けよう──。７
月８日、県立山田高等学校（主濱幸彦校長・生徒267人）
では、１年生93人が応急手当て法を学びました。救命意
識を養うことを目的に行われたもので、山田消防署の救急
救命士から心肺そ生法や止血法など、緊急時に救急車が到
着するまでの救命手当ての説明を受けました。その後、消
防署員や町保健師らの指導で、クラスメートを相手に三角
巾を用いて止血法などの実技が行われ、生徒は何度も繰り
返して練習するなど真剣な眼差しで取り組んでいました。

応急手当ての正しい知識と技術を身に付けよう──。７
月８日、県立山田高等学校（主濱幸彦校長・生徒267人）
では、１年生93人が応急手当て法を学びました。救命意
識を養うことを目的に行われたもので、山田消防署の救急
救命士から心肺そ生法や止血法など、緊急時に救急車が到
着するまでの救命手当ての説明を受けました。その後、消
防署員や町保健師らの指導で、クラスメートを相手に三角
巾を用いて止血法などの実技が行われ、生徒は何度も繰り
返して練習するなど真剣な眼差しで取り組んでいました。

応急手当ての正しい知識と技術を身に付けよう──。７
月８日、県立山田高等学校（主濱幸彦校長・生徒267人）
では、１年生93人が応急手当て法を学びました。救命意
識を養うことを目的に行われたもので、山田消防署の救急
救命士から心肺そ生法や止血法など、緊急時に救急車が到
着するまでの救命手当ての説明を受けました。その後、消
防署員や町保健師らの指導で、クラスメートを相手に三角
巾を用いて止血法などの実技が行われ、生徒は何度も繰り
返して練習するなど真剣な眼差しで取り組んでいました。

応急手当ての正しい知識と技術を身に付けよう──。７
月８日、県立山田高等学校（主濱幸彦校長・生徒267人）
では、１年生93人が応急手当て法を学びました。救命意
識を養うことを目的に行われたもので、山田消防署の救急
救命士から心肺そ生法や止血法など、緊急時に救急車が到
着するまでの救命手当ての説明を受けました。その後、消
防署員や町保健師らの指導で、クラスメートを相手に三角
巾を用いて止血法などの実技が行われ、生徒は何度も繰り
返して練習するなど真剣な眼差しで取り組んでいました。

応急手当ての正しい知識と技術を身に付けよう──。７
月８日、県立山田高等学校（主濱幸彦校長・生徒267人）
では、１年生93人が応急手当て法を学びました。救命意
識を養うことを目的に行われたもので、山田消防署の救急
救命士から心肺そ生法や止血法など、緊急時に救急車が到
着するまでの救命手当ての説明を受けました。その後、消
防署員や町保健師らの指導で、クラスメートを相手に三角
巾を用いて止血法などの実技が行われ、生徒は何度も繰り
返して練習するなど真剣な眼差しで取り組んでいました。

応急手当ての正しい知識と技術を身に付けよう──。７
月８日、県立山田高等学校（主濱幸彦校長・生徒267人）
では、１年生93人が応急手当て法を学びました。救命意
識を養うことを目的に行われたもので、山田消防署の救急
救命士から心肺そ生法や止血法など、緊急時に救急車が到
着するまでの救命手当ての説明を受けました。その後、消
防署員や町保健師らの指導で、クラスメートを相手に三角
巾を用いて止血法などの実技が行われ、生徒は何度も繰り
返して練習するなど真剣な眼差しで取り組んでいました。

応急手当ての正しい知識と技術を身に付けよう──。７
月８日、県立山田高等学校（主濱幸彦校長・生徒267人）
では、１年生93人が応急手当て法を学びました。救命意
識を養うことを目的に行われたもので、山田消防署の救急
救命士から心肺そ生法や止血法など、緊急時に救急車が到
着するまでの救命手当ての説明を受けました。その後、消
防署員や町保健師らの指導で、クラスメートを相手に三角
巾を用いて止血法などの実技が行われ、生徒は何度も繰り
返して練習するなど真剣な眼差しで取り組んでいました。

応急手当ての正しい知識と技術を身に付けよう──。７
月８日、県立山田高等学校（主濱幸彦校長・生徒267人）
では、１年生93人が応急手当て法を学びました。救命意
識を養うことを目的に行われたもので、山田消防署の救急
救命士から心肺そ生法や止血法など、緊急時に救急車が到
着するまでの救命手当ての説明を受けました。その後、消
防署員や町保健師らの指導で、クラスメートを相手に三角
巾を用いて止血法などの実技が行われ、生徒は何度も繰り
返して練習するなど真剣な眼差しで取り組んでいました。

応急手当ての正しい知識と技術を身に付けよう──。７
月８日、県立山田高等学校（主濱幸彦校長・生徒267人）
では、１年生93人が応急手当て法を学びました。救命意
識を養うことを目的に行われたもので、山田消防署の救急
救命士から心肺そ生法や止血法など、緊急時に救急車が到
着するまでの救命手当ての説明を受けました。その後、消
防署員や町保健師らの指導で、クラスメートを相手に三角
巾を用いて止血法などの実技が行われ、生徒は何度も繰り
返して練習するなど真剣な眼差しで取り組んでいました。

応急手当ての正しい知識と技術を身に付けよう──。７
月８日、県立山田高等学校（主濱幸彦校長・生徒267人）
では、１年生93人が応急手当て法を学びました。救命意
識を養うことを目的に行われたもので、山田消防署の救急
救命士から心肺そ生法や止血法など、緊急時に救急車が到
着するまでの救命手当ての説明を受けました。その後、消
防署員や町保健師らの指導で、クラスメートを相手に三角
巾を用いて止血法などの実技が行われ、生徒は何度も繰り
返して練習するなど真剣な眼差しで取り組んでいました。

応急手当ての正しい知識と技術を身に付けよう──。７
月８日、県立山田高等学校（主濱幸彦校長・生徒267人）
では、１年生93人が応急手当て法を学びました。救命意
識を養うことを目的に行われたもので、山田消防署の救急
救命士から心肺そ生法や止血法など、緊急時に救急車が到
着するまでの救命手当ての説明を受けました。その後、消
防署員や町保健師らの指導で、クラスメートを相手に三角
巾を用いて止血法などの実技が行われ、生徒は何度も繰り
返して練習するなど真剣な眼差しで取り組んでいました。

応急手当ての正しい知識と技術を身に付けよう──。７
月８日、県立山田高等学校（主濱幸彦校長・生徒267人）
では、１年生93人が応急手当て法を学びました。救命意
識を養うことを目的に行われたもので、山田消防署の救急
救命士から心肺そ生法や止血法など、緊急時に救急車が到
着するまでの救命手当ての説明を受けました。その後、消
防署員や町保健師らの指導で、クラスメートを相手に三角
巾を用いて止血法などの実技が行われ、生徒は何度も繰り
返して練習するなど真剣な眼差しで取り組んでいました。

応急手当ての正しい知識と技術を身に付けよう──。７
月８日、県立山田高等学校（主濱幸彦校長・生徒267人）
では、１年生93人が応急手当て法を学びました。救命意
識を養うことを目的に行われたもので、山田消防署の救急
救命士から心肺そ生法や止血法など、緊急時に救急車が到
着するまでの救命手当ての説明を受けました。その後、消
防署員や町保健師らの指導で、クラスメートを相手に三角
巾を用いて止血法などの実技が行われ、生徒は何度も繰り
返して練習するなど真剣な眼差しで取り組んでいました。



80％

60％
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基準生活費の収入割合 減免率
基準生活費の100分の110未満
基準生活費の100分の110以上
基準生活費の100分の120未満

基準生活費の100分の120以上
基準生活費の100分の130未満

70％ 60％ 50％

90％ 80％ 70％

100％ 100％ 100％

所得減少
の 割 合

50％以上
70％未満

300万円以下 300万円を超え
400万円以下

400万円を超え
600万円以下

70％以上
90％未満
90％以上

前年中の合計所得金額

損 　 害
の 割 合

30％以上
50％未満

500万円以下 500万円を超え
750万円以下

750万円を超え
1,000万円以下

50％以上

前年中の合計所得金額

50％ 25％ 12.5％

100％ 50％ 25％
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不法投棄問題に関心
持つことが大切です

きれいなふるさと指導員

松　� 克　己さん
（船越・66歳）

４年前から巡回パトロールをしていますが、ごみのポ
イ捨てや不法投棄が当たり前のように行われています。
特に洗濯機やテレビを車で運んできて、道路わきから海
岸に投げ捨てていくケースが多く見受けられます。また、
ごみの中にはオイル缶やバッテリーなどもあり、環境汚
染も心配されます。捨てる人は、不法投棄が重大な犯罪
ということを認識していないのでしょうか。あまりのマ
ナーの悪さにあきれ返ります。不法投棄を無くするため
にも、一人ひとりが不法投棄問題にもっと関心を持って、
�監視の目�を強めていくことが大切ですね。
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国
保
の
減
免
要
綱
を
制
定

平
成
十
五
年

度
か
ら
適
用
さ

れ
る
国
民
健
康

保
険
税
の
減
免

要
綱
が
制
定
さ

れ
ま
し
た
。

同
制
度
は
、

次
の
理
由
に
よ

り
減
免
の
申
請

が
あ
り
、
調
査

の
結
果
、
国
民

健
康
保
険
税
の

納
付
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
場
合

に
、
国
民
健
康
保
険
税
額
を
下
表
の

と
お
り
減
免
す
る
も
の
で
す
。

▽
減
免
の
内
容

・
災
害
に
よ
る
減
免
…
震
災
や
風
水

害
な
ど
の
災
害
に
よ
り
、
納
税
義

務
者
（
前
年
中
の
合
計
所
得
金
額

が
一
千
万
円
以
下
）
の
所
有
す
る

財
産
な
ど
が
、
30
％
以
上
の
損
害

を
受
け
た
場
合
に
、
所
得
割
額
、

資
産
割
額
、
被
保
険
者
均
等
割
額
、

世
帯
別
平
等
割
額
を
減
免
し
ま
す
。

疾
病
や
失
業
、
事
業
不
振
な
ど
に

よ
り
、
当
該
年
度
の
所
得
が
前
年

中
の
合
計
所
得
金
額
の
50
％
以
下

に
減
少
し
た
場
合
に
、
所
得
割
額

を
減
免
し
ま
す
。

・
生
活
困
窮
な
ど
に
よ
る
減
免
…
納

税
義
務
者
な
ど
が
真
に
生
活
に
困

窮
し
て
い
る
場
合
に
、
所
得
割
額

と
資
産
割
額
を
減
免
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
　
役
場
税
務
課
（
�

八
二
│
三
一
一
一
内
線
一
一
一
）

へ
ど
う
ぞ
。

家
電
品
は
リ
サ
イ
ク
ル
へ

ま
た
、
一
昨
年
四
月
の
家
電
リ
サ

イ
ク
ル
法
の
施
行
後
に
お
い
て
も
、

家
電
対
象
品
目
（
テ
レ
ビ
、
エ
ア
コ

ン
、
洗
濯
機
、
冷
蔵
庫
）
の
不
法
投

棄
が
増
え
て
い
ま
す
。
家
電
製
品
は

貴
重
な
資
源
。
不
用
に
な
っ
た
家
電

み
ん
な
が
�
監
視
員
�
に

不
法
投
棄
や
ご
み
の
散
乱
を
防
止

し
、
快
適
で
美
し
い
町
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、
町
民
や
行
政
、
事
業
者

な
ど
の
協
力
が
大
切
。
お
互
い
が
環

境
美
化
に
対
す
る
意
識
を
高
め
る
と

と
も
に
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
ご
み

の
ポ
イ
捨
て
や
不
法
投
棄
の
�
監
視

員
�
と
な
り
、
ご
み
の
無
い
美
し
い

町
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

▽
問
い
合
わ
せ
　
役
場
生
活
環
境
課

（
�
八
二
│
三
一
一
一
内
線
二
二

二
）
へ
ど
う
ぞ
。

�災害による減免の割合

�所得減少による減免の割合

�生活困窮などによる減免

7777777777777777777777777777777777

7777777777777777777777777777777777
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7
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7
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7
7
7
7
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7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
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廃
棄
物
に
よ
る
環
境
汚
染
が
心
配

さ
れ
ま
す（
山
田
漁
港
・
北
浜
地
区
）

・
所
得
減
少
に
よ

る
減
免
…
納
税

義
務
者
な
ど
の

※基準生活費と
は、生活保護
法の保護基準
で規定する必
要最小限度の
生活費です。

【２】

町
と
町
公
衆
衛
生
組
合
連
合
会

（
豊
間
根
彪
会
長
）
で
は
、
不
法
投

棄
の
未
然
防
止
と
廃
棄
物
の
適
正
な

処
理
を
推
進
す
る
た
め
、「
き
れ
い

な
ふ
る
さ
と
指
導
員
」
を
委
嘱
し
、

監
視
パ
ト
ロ
ー
ル
や
「
ご
み
捨
て
禁

止
」
看
板
の
設
置
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
山
田
郵
便
局
と
業
務
委

託
契
約
を
結
び
、
郵
便
外
務
職
員
に

よ
る
情
報
提
供
で
不
法
投
棄
な
ど
の

早
期
発
見
に
努
め
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
一
部
の
心
無
い

人
た
ち
に
よ
る
不
法
投
棄
が
後
を
絶

ち
ま
せ
ん
。

た
不
法
投
棄
の
通
報
件
数
は
十
六
件

（
七
月
十
日
現
在
）。
不
法
投
棄
さ
れ

て
い
る
場
所
は
、
山
間
部
や
河
川
敷
、

漁
港
な
ど
人
目
に
付
き
に
く
い
場
所

が
ほ
と
ん
ど
で
、
特
に
多
い
の
が
、

林
道
赤
松
線
、
町
道
豊
間
根
関
口
線
、

船
越
四
十
八
坂
付
近
で
す
。

ご
み
の
種
類
も
空
き
缶
や
食
品
の

ト
レ
ー
類
と
い
っ
た
小
さ
な
も
の
か

ら
、
冷
蔵
庫
、
タ
イ
ヤ
、
自
転
車
な

ど
大
型
の
ご
み
ま
で
多
種
多
様
。
こ

れ
ら
の
廃
棄
物
は
周
辺
の
景
観
を
損

ね
る
ば
か
り
で
な
く
、
悪
臭
を
発
生

さ
せ
る
な
ど
公
衆
衛
生
上
の
問
題
を

生
じ
さ
せ
る
ほ
か
、
種
類
（
塗
料
缶

や
オ
イ
ル
缶
）
に
よ
っ
て
は
環
境
汚

染
を
引
き
起
こ
し
か
ね
ま
せ
ん
。

不
法
投
棄
は
重
大
な
犯
罪

町
内
で
の
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
や
不
法
投
棄
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
町

で
は
関
係
機
関
と
連
携
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

一
部
の
心
無
い
人
に
よ
り
、
山
林
な
ど
の
人
目
に
付
か
な
い
所
に
空
き

缶
や
粗
大
ご
み
な
ど
が
平
然
と
捨
て
ら
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
言

う
ま
で
も
な
く
、
ご
み
は
決
め
ら
れ
た
日
時
に
収
集
さ
れ
、
所
定
の
場

所
で
処
理
さ
れ
る
も
の
。
た
と
え
ど
ん
な
理
由
が
あ
る
に
せ
よ
、
ポ
イ

捨
て
や
不
法
投
棄
は
絶
対
に
許
さ
れ
る
行
為
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

�不法投棄物の撤去量と撤去個所　（単位：トン、個所）

8015
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9

7

5

70

60

50

40

30

20

平成7年 8年 9年 10年 11年 12年 13年 14年

9.0 9.0 9.0 14.0 10.8 7.7 7.6 5.6

54
48

44
39

54
58

74

65
（撤去個所）

（
撤
去
量
）

山
や
海
が
ご
み
捨
て
場
に

今
年
四
月
以
降
、
町
に
寄
せ
ら
れ

町
で
は
、
不
法
投
棄
を
発
見
し
た

場
合
、
内
容
物
な
ど
か
ら
さ
ま
ざ
ま

な
調
査
を
行
い
、
そ
の
投
棄
者
を
特

定
。
投
棄
物
の
撤
去
指
導
や
命
令
を

行
い
ま
す
。
特
に
悪
質
な
場
合
は
、

警
察
と
連
携
し
調
査
の
上
、
投
棄
者

の
検
挙
な
ど
を
行
い
ま
す
。
法
律
で

は
、
厳
し
い
罰
則
（
五
年
以
下
の
懲

役
ま
た
は
一
千
万
円
以
下
の
罰
金
）

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

万
が
一
特
定
で
き
な
い
場
合
は
、

そ
の
投
棄
場
所
の
所
有
者
が
撤
去
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ほ
と
ん

ど
の
ご
み
が
公
道
の
の
り
面
や
河
川

な
ど
に
投
棄
さ
れ
て
い
る
た
め
公
的

ごみ捨て場と化す山田漁港用地（境田地区）



【４】

食糧費旅　費

286

149

0

17

389

5

53

33

0

0

4

366

0

0

57

401

6

9

48

79

1,902

1,075

571

57

458

524

240

673

289

264

267

174

168

19

78

487

67

47

173

548

969

7,148

課　　　　名

総 務 課

企 画 財 政 課

税 務 課

農 林 課

水 産 商 工 課

町 民 課

保 健 福 祉 課

建 設 課

都 市 計 画 課

生 活 環 境 課

情 報 課

消 防 防 災 課

出 納 室

水 道 事 業 所

議 会 事 務 局

選挙管理委員会事務局

監査委員事務局

農業委員会事務局

学 校 教 育 課

社 会 教 育 課

合　　　　計

50

3

1

0

0

0

3

0

57

件数 支出額（千円）

316

21

30

0

0

0

30

0

397

項　　　　目

総会・大会などの祝い金

会 費・負 担 金

寸 志 な ど

激 励 金

見 舞 金

折 衝・懇 談

香 典

土 産 品

合　　　　計

●町長交際費の執行状況

●旅費・食糧費の執行状況 （千円）

町
長
交
際
費

は
、
町
長
が
行

政
執
行
上
に
必

要
な
外
部
と
の

交
際
に
要
す
る

経
費
で
す
。
全

体
で
は
、
五
十

七
件
分
の
三
十

九
万
七
千
円

（
前
年
度
同
期

よ
り
二
八
・
六

％
減
）
が
支
出

さ
れ
て
い
ま
す
。

主
な
も
の
は
各

種
総
会
・
大
会
な
ど
の
祝
い
金
で
、

三
十
一
万
六
千
円
（
五
十
件
分
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。

旅
費
は
、
職
員
な
ど
が
公
務
で
出

張
す
る
際
に
支
給
さ
れ
る
交
通
費
や

日
当
、
宿
泊
費
で
す
。
全
体
の
執
行

額
は
七
百
十
四
万
八
千
円
（
前
年
度

同
期
よ
り
一
六
・
三
％
減
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。
主
な
用
務
、
支
出
額
は

次
の
と
お
り
で
す
。

▽
企
画
財
政
課
…
国
等
に
対
す
る
統

一
要
望
旅
費
・
四
十
四
万
三
千
円

▽
水
産
商
工
課
…
ふ
る
里
山
田
同
郷

の
会
総
会
出
席
旅
費
・
十
九
万
三

千
円

▽
保
健
福
祉
課
…
民
生
児
童
委
員
視

察
研
修
旅
費
・
二
十
二
万
四
千
円

▽
議
会
事
務
局
…
町
村
議
会
議
員
研

修
会
旅
費
・
十
万
七
千
円

▽
学
校
教
育
課
…
外
国
語
指
導
助
手

帰
国
旅
費
・
十
八
万
八
千
円

▽
社
会
教
育
課
…
社
会
教
育
主
事
講

習
・
二
十
七
万
二
千
円

食
糧
費
は
、
各
種
会
議
や
行
事
な

ど
の
際
の
賄
い
費
と
し
て
使
わ
れ
る

も
の
で
す
。
全
体
の
執
行
額
は
百
九

十
万
二
千
円
（
前
年
度
同
期
よ
り
六

・
四
％
増
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
主

な
用
務
、
支
出
額
は
次
の
と
お
り
で

す
。

▽
総
務
課
…
行
政
区
長
会
議
賄
い

費
・
二
十
三
万
六
千
円

▽
水
産
商
工
課
…
ふ
る
里
山
田
同
郷

の
会
総
会
賄
い
費
・
三
十
三
万
円

▽
消
防
防
災
課
…
町
消
防
演
習
賄
い

費
・
三
十
五
万
九
千
円

▽
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
…
山
田

町
議
会
議
員
選
挙
賄
い
費
・
二
十

万
四
千
円

◇
　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇

内
容
を
詳
し
く
知
り
た
い
場
合
は
、

情
報
公
開
制
度
で
開
示
請
求
が
で
き

ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

同
制
度
に
つ
い
て
は
、
役
場
情
報
課

（
�
八
二
│
三
一
一
一
内
線
三
一
一
）

ま
で
お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

人
権
擁
護
委
員
に

湊
多
喜
郎
さ
ん
が
再
任

北
浜
町
の
湊
多
喜
郎
さ
ん
（
七
一

）

が
、
こ
の
ほ
ど
人
権
擁
護
委
員
に
再

任
さ
れ
、
法
務
大
臣
か
ら
七
月
一
日

付
で
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
は
、
わ
た
し
た
ち

の
基
本
的
人
権
が
侵
さ
れ
な
い
よ
う

監
視
し
、
万
が
一
侵
害
さ
れ
た
と
き

は
、
救
済
の
た
め
適
切
な
処
置
を
取

る
こ
と
な
ど
を
任
務
と
し
て
い
ま
す
。

本
町
に
は
、
湊
さ
ん
の
ほ
か
に
も

四
人
が
委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
が
困
っ
て
い
る
家
庭
内
や
近
隣
関

係
な
ど
の
問
題
を
は
じ
め
、
土
地
や

交
通
事
故
な
ど
に
関
す
る
相
談
に
も

応
じ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

◆
本
町
の
人
権
擁
護
委
員

▽
湊
多
喜
郎
（
�
八
二
│
五
八
六

五
）
▽
吉
田
�
右
エ
門
（
�
八
四

│
二
五
四
九
）
▽
田
代
省
平
（
�

八
二
│
二
五
八
四
）
▽
港
安
子

（
�
八
四
│
二
二
六
九
）
▽
内
田

真
由
美
（
�
八
六
│
三
二
九
二
）

町長交際費と旅費・
食糧費の執行状況
町では、より公正で透明な町政を運営する

ため、四半期ごとに町長交際費と旅費・食糧
費の執行状況（支出額）を公表しています。
今回お知らせするのは、平成１５年度予算（一
般会計、特別会計、水道事業会計）の第１四
半期分（４月１日～６月３０日）のものです。

町では、年４回町長交際費と旅
費・食糧費の執行状況を公表します

情報公開

人権擁護委員

湊　多喜郎さん



【５】

7
月
20
日（
日
）

午
前
8
時
50
分
〜

浦
の
浜
海
水
浴
場

夏のイベントとして恒例の「第23回山田ビー
チフェスティバル」（山田町・山田町観光協会主
催）が開かれます。今年も宝さがしやジャンボア
ミダ糸引きなどの砂浜イベントのほか、海上で熱
い戦いを繰り広げる鯨カヌーレースなど子供から
大人まで楽しめる催し物が盛りだくさんです。友
人同士やご家族みんなで、楽しさいっぱいの海へ
出掛けましょう。
�問い合わせ　山田町観光協会（�82－6161）へ。

《内容》
●鯨カヌーレース【午前10時競技開始】
●砂浜イベント　�宝さがし【午前９時15分～】
�えびすまき【午前９時45分～】�ホタテの耳つ
り競争【午前10時～】�ビーチサンダル飛ばし
【午前11時～】�ジャンケンポン大会【午前11時
45分～】�ジャンボアミダ糸引き【正午～】
※天候が悪い場合は鯨カヌーレースを中止し、砂
浜イベントは７月27日に延期します。

県民体育大会
ゲートボール

本
町
が
町
村
の
部
総
合
優
勝

第
五
十
五
回
県
民
体
育
大
会

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
競
技
が
六
月
二
十

八
日
と
二
十
九
日
に
盛
岡
市
で
行

部
で
総
合
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

大
会
に
は
県
内
か
ら
六
十
五
歳
以

上
の
部
に
三
十
五
チ
ー
ム
、
六
十
四

歳
以
下
の
部
に
二
十
チ
ー
ム
が
参
加

し
ま
し
た
。
本
町
代
表
チ
ー
ム
は
日

ご
ろ
の
練
習
で
培
っ
た
技
と
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
を
存
分
に
発
揮
し
、
六
十
五

歳
以
上
の
チ
ー
ム
が
三
位
に
入
賞
。

六
十
四
歳
以
下
の
チ
ー
ム
も
善
戦

し
、
両
部
門
の
成
績
で
争
う
町
村
対

抗
の
部
で
二
年
ぶ
り
四
度
目
の
総
合

優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

わ
れ
、
本
町
代
表

チ
ー
ム
（
佐
々
木
三

由
監
督
）
が
町
村
の

第
23
回

宝来橋�
関口川関口川�関口川�

国道４５号�

柳沢
団地

柳沢
団地
�

柳沢
団地
�

至
宮
古�

至釜石�

三
陸
縦
貫
自
動
車
道（
山
田
道
路
）
�

ア
ク
セ
ス
道
�細浦

柳沢
線�

柳
沢
北
浜
線
�

沼崎喜一町長に総合優勝の報告に訪れた
佐々木三由監督（右）と豊間根和七主将（左）

家族連れなどでにぎわった昨
年の同フェスティバルから

土地区画整理事業

都
市
計
画
道
路
の
一
部
が
完
成

25
日
か
ら
利
用
で
き
ま
す

三
陸
縦
貫
自
動
車
道
（
山
田
道
路
）

ア
ク
セ
ス
道
に
接
続
す
る
都
市
計
画

道
路
の
一
部
区
間
が
七
月
二
十
五
日

か
ら
利
用
で
き
ま
す
。

区
間
は
、
柳
沢
北
浜
地
区
土
地
区

画
整
理
地
内
の
骨
格
と
な
る
幹
線
道

路
で
、
細
浦
柳
沢
線
と
柳
沢
北
浜
線

の
そ
れ
ぞ
れ
の
一
部
で
す
。

▽
利
用
開
始
日
時
　
七
月
二
十
五
日

（
金
）
正
午
〜

▽
利
用
で
き
る
区
間
　
細
浦
柳
沢
線

（
幅
員
十
六
�
、
二
百
二
十
�
）、

柳
沢
北
浜
線
（
幅
員
十
二
�
、
二

百
七
十
四
�
）

▽
問
い
合
わ
せ
　
役
場
都
市
計
画
課

（
�
八
二
│
三
一
一
一
内
線
二
五

三
）
へ
ど
う
ぞ
。



【７】

あなたの生きがい見つけよう
りよだ生 涯 学 習

図書館
情　報

問い合わせ
�８２－３４２０

町
立
図
書
館
が
移
転
開
館

22
日
か
ら
利
用
で
き
ま
す

月　 日地　　区

山田～大沢
～豊間根

（水曜日）

８月６日

９月３日

８月８日

９月５日

織笠～大浦
～船越

（金曜日）

◆�月、�月の巡回日程

移
動
図
書
館
車
「
は
ま
な
す
号
」

が
、
左
表
の
日
程
で
皆
さ
ん
の
地
区

を
巡
回
し
ま
す
。

移
動
図
書
館
車
の
日
程

三
陸
南
地
震
の
被
害
に
よ
り
臨
時

休
館
し
て
い
た
町
立
図
書
館
は
、
建

物
の
損
傷
が
激
し
く
、
通
常
ど
お
り

開
館
す
る
こ
と
が
困
難
な
こ
と
か
ら
、

町
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内

に
移
転
開
館
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
七
月
と
八
月
に
予
定
し
て

い
た
「
お
は
な
し
広
場
の
夏
休
み
工

作
教
室
」、「
文
学
探
訪
の
旅
」、「
星

を
見
る
会
」
は
、
図
書
館
移
転
作
業

の
た
め
中
止
と
し
ま
す
。

▽
移
転
先
　
町
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
（
一
階
事
務
室
、
児
童

室
、
ロ
ビ
ー
）

※
町
教
育
委
員
会
社
会
体
育
係
は
、

町
中
央
公
民
館
事
務
室
へ
移
転
し

ま
し
た
。

▽
開
館
日
時
　
七
月
二
十
二
日
（
火
）

午
前
九
時
〜

ダ
デ
ィ
・
ロ
イ
▽
「
い
わ
て
の
お
寺

さ
ん
―
北
上
・
花
巻
と
そ
の
周
辺
」

テ
レ
ビ
岩
手
開
発
セ
ン
タ
ー
▽
「
ド

キ
ュ
メ
ン
ト
！
内
部
告
発
」
宝
島
社

編
▽
「
ダ
レ
ン
・
シ
ャ
ン
Ⅷ
」
ダ
レ

ン
・
シ
ャ
ン
▽
「
輝
い
て
人
生
」
日

野
原
重
明
、
高
橋
慶
子
▽
「
手
の
ひ

ら
の
蝶
」
小
笠
原
慧
▽
「
受
胎
告
知
」

矢
川
澄
子
▽
「
じ
ー
さ
ん
武
勇
伝
」

竹
内
真
▽
「
あ
き
ら
め
な
い
」
鎌
田

實
▽
「
赤
い
隻
眼
」
神
永
学
▽
「
贄

門
島
」
内
田
康
夫
▽
「
雁
の
橋
」
澤

田
ふ
じ
子
▽
「
秋
の
猫
」
藤
堂
志
津

子
▽
「
奪
還
」
�
池
透
▽
「
霧
の
向

こ
う
に
住
み
た
い
」
須
賀
敦
子

｢爆笑ライブ2003」については、小学生未満のお
子さんの入場をお断りしていました。しかし、多
くの方々から「未就学児の入場を認めてほしい」
との声があったことから、満４歳以上のお子さん
の入場を認めることにしました。入場券をお求め
になれなかった方々に対し、おわびして訂正致し
ます。なお、入場券にはまだ若干の余裕がござい
ますので、お早めにお買い求めください。
�問い合わせ　町中央公民館（�82－3212）へ。

各種講座・教室を開催

書道講座に参加しませんか
町芸術文化協会では、書道講座を開催します。

お気軽にご参加ください。
�日時　７月20日（日）午前10時半～午後３時
�場所　町中央コミュニティセンター
�内容　講話「書のある暮らし」、実技指導（漢
字の書写添削）
�講師　阿部一舟さん（県書道協会副会長）
�対象　一般町民30人
�参加料　1,000円（昼食代、用紙代を含みます）
�持ち物　書道道具
�申込先・問い合わせ　当日までに町教育委員会
文化係（�82－3111内線624）へどうぞ。

鯨館で�トコロテン作り�
海の体験教室「トコロテンを作ろう」が開かれ

ます。親子などでご参加ください。
�日時　７月26日（土）午前９時～正午
�場所　鯨と海の科学館
�対象　小・中学生とその保護者、一般町民
�内容　テングサを利用したところてんや水よう
かん作り
�持ち物　エプロン、筆記用具
�定員　40人
�申込先・問い合わせ　７月24日までに鯨と海の
科学館（�84－3985）へどうぞ。

�爆笑ライブ�おわびと訂正

▽
「
岩
手
県
の
不
思
議
事
典
」
金
野

静
一
、
七
宮
n
三
、
駒
井
健
編
集
▽

「
帰
ら
ぬ
オ
オ
ワ
シ
」
遠
藤
公
男
▽

「
小
さ
き
も
の
た
ち
の
神
」
ア
ル
ン

新
刊
・
新
着
図
書
の
ご
案
内

購入した新刊・新着図書

【６】

素
晴
ら
し
い
海
に
親
し
も
う

町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
は
、

七
月
二
十
一
日
の
「
海
の
日
」
を
記

念
し
て
、「
海
洋
ス
ポ
ー
ツ
普
及
大

会
」
を
開
催
し
ま
す
。
同
大
会
は
、

海
洋
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
海
に
親
し

ん
で
も
ら
お
う
と
毎
年
行
っ
て
い
る

も
の
で
す
。
当
日
は
カ
ヌ
ー
や
バ
ナ

ナ
ボ
ー
ト
な
ど
の
試
乗
会
を
中
心
に
、

子
供
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
よ
う

Ｂ
＆
Ｇ
育
成
士
会
員
が
指
導
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
友
人
同
士
や
ご
家
族
な

ど
で
海
洋
ス
ポ
ー
ツ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時
　
七
月
二
十
一
日
（
月
）
午

前
十
時
〜
正
午

▽
場
所
　
浦
の
浜
海
水
浴
場

▽
参
加
料
　
一
つ
の
乗
り
物
一
回
に

つ
き
百
円

▽
問
い
合
わ
せ
　
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ

ン
タ
ー（
�
八
二
│
五
五
〇
五
）へ
。

海
洋
教
室
の
受
講
生
募
集

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
本
年
度
の
海

洋
教
室
（
小
学
四
年
生
以
上
）
の
活

動
を
始
め
て
い
ま
す
。
こ
の
夏
休
み

は
、
県
内
海
洋
セ
ン
タ
ー
と
の
交
流

な
ど
楽
し
い
催
し
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
あ
な
た
も
一
緒
に
活
動
し
ま
せ

ん
か
。
参
加
申
し
込
み
は
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
の
で
、
同
セ
ン
タ
ー

へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

放送大学で学生を募集
10月から授業始めます

放
送
大
学
岩
手

学
習
セ
ン
タ
ー
で

は
、
平
成
十
五
年

度
第
二
学
期
生

（
十
月
授
業
開
始
）

を
募
集
し
ま
す
。

放
送
大
学
は
衛
星

放
送
や
ビ
デ
オ

テ
ー
プ
な
ど
を
利

用
し
て
自
宅
で
授

業
を
受
け
る
通
信

制
の
大
学
で
す
。

全
科
履
修
生
と
し

て
四
年
以
上
在
学
し
、
所
定
の
単
位

数
を
習
得
す
れ
ば
、
学
士
（
教
養
）

の
学
位
が
取
得
で
き
ま
す
。
一
科
目

だ
け
で
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
入
学

試
験
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ど
な
た

で
も
学
べ
ま
す
。
あ
な
た
も
放
送
大

学
に
入
学
し
ま
せ
ん
か
。

▽
入
学
資
格
と
入
学
料
　
全
科
履
修

生
（
四
年
間
）
…
十
八
歳
以
上
・

二
万
円
　
選
科
履
修
生
（
一
年
間
）

…
十
五
歳
以
上
・
七
千
円
　
科
目

履
修
生
（
六
カ
月
間
）
…
十
五
歳

以
上
・
五
千
円

▽
授
業
料
　
一
科
目
一
万
円
（
教
材

費
を
含
み
ま
す
）

▽
受
付
期
限
　
八
月
三
十
一
日

▽
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
　
放
送
大

学
岩
手
学
習
セ
ン
タ
ー
（
岩
手
大

学
内
�
〇
一
九
│
六
五
三
│
七
四

一
四
）
へ
ど
う
ぞ
。

中
学
生

高
校
生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

町
教
育
委
員
会
で
は
、「
友

好
親
善
都
市
子
ど
も
会
交
流

会
」
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。

友
好
親
善
都
市
で
あ
る
青

森
県
平
賀
町
と
の
同
交
流
会

の
運
営
が
主
な
業
務
に
な
り

ま
す
。

▽
日
程
　
八
月
七
日
…
午
前

九
時
〜
午
後
三
時

（
海
洋
ス
ポ
ー
ツ

の
手
伝
い
、
昼
食

準
備
な
ど
）

八
月
八
日
…
午
前

九
時
〜
十
一
時
半
（
海
藻
し
お
り

作
り
の
手
伝
い
な
ど
）

▽
募
集
対
象
　
中
学
生
、
高
校
生

▽
募
集
人
員
　
十
人

▽
申
込
期
限
　
七
月
三
十
日

▽
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
　
町
教
育

委
員
会
社
会
教
育
係
（
�
八
二
│

三
一
一
一
内
線
六
二
二
）
へ
。

友好親善都市
子ども会交流会

スピード感あふれるバナナボート。
皆さんもチャレンジしてみよう

昨年の同交流会での
いかだ作りの様子
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�広報やまだ�は環境に優しい古紙100％の再生紙と大豆油インキ（植物油）を使用しています。

粗大ごみ・焼却炉収集
収 集 日　粗大ごみ…７月29

日、家庭用小型焼
却炉…７月30日、
31日

対象地区　豊間根、荒川
予 約 先　芳賀清掃社

（�86－2826）
予約期限　収集日の１週間前
※粗大ごみを出す場合は、氏
名と電話番号を書いて出し
てください。

青少年の家主催の

野外教室に参加を
県立陸中海岸青少年の家で

は、「海の子野外教室」を開催
します。
�期日　７月28日～31日
�場所　陸中海岸青少年の家
�対象　小学５年生～高校生
�内容　いかだレース、海水浴、
キャンプファイヤーなど
�参加料　小学生…8,900円
中学生・高校生…9,200円

�定員　30人
�申込先・問い合わせ　７月21
日までに県立陸中海岸青少年
の家（�84－3311）へどうぞ。

新有権者のつどい

滝沢村で行います
県選挙管理委員会などでは、

成人となる方を対象に「新有権
者のつどい」を開催します。
�期日　９月６日～７日
�場所　国立岩手山青年の家
�対象　平成15年４月１日から
16年３月31日までに20歳に達
する人
�内容　各政党による講話、グ
ループ討議など
�参加料　無料
�申込先・問い合わせ　７月30
日までに町選挙管理委員会事
務局（内線411）へどうぞ。

おわびと訂正

広報７月１日号の16㌻で紹介
した「おめでた・おくやみ」の
結婚した二人の欄で、佐藤康子
（宮
・
古
・
市
・
）とあるのは、（中

・
央
・
町
・
）

の誤りでした。深くおわび申し
上げ訂正致します。

まちで出会ったかわいい笑顔

義経伝説の三陸路

訪ねてみませんか
８月の「道路ふれあい月間」

にちなんで、道路の清掃活動と
講演会が行われます。
�日時　８月７日（木）

午前10時半～
�場所　ＪＲ箱石駅付近の旧国
道、川井村山村開発センター
�内容　清掃美化活動、講演
「義経北行─三陸地方を中心
に─」講師・金野静一さん
（県文化財愛護協会顧問）
�申込先・問い合わせ　８月４
日までに役場建設課（内線
243）へどうぞ。

架空請求トラブル

相談受け付けます
東北総合通信局では、電気通

信サービスに関する各種相談に
応じています。最近多発してい
る携帯電話やインターネットの
架空請求トラブルや不当な料金
請求などでお困りの方は、お気
軽にご相談ください。
�受付日　月曜日～金曜日
�受付時間　午前８時半～正午

午後１時～５時
�電話番号　022－221－0632

子育てテレホン

ご利用ください
�電話番号 ８２－９５８２
�テーマ　７月22日～27日…中
学生・登校拒否に陥った子供
７月28日～８月３日…中学
生・上手なしかり方　８月４
日～10日…幼児・大切な幼児
期の教育　８月11日～17日…
入学前・しつけておきたい良
い習慣二つ

親子木工教室に

参加しませんか
小学生の親子を対象に木工教

室が開かれます。どうぞご参加
ください。
�日時　８月３日（日）

午前９時～
�場所　飯岡防災センター
�対象　小学生の親子30組（子
供だけでも参加できます）
�参加料　無料
�申込期限　７月31日
�申込先・問い合わせ　役場農
林課（内線214）へどうぞ。

防衛庁で自衛官の

採用試験行います
�職種と受験資格　来年４月１
日現在の年齢が次の人で、学
歴は不問です。
陸・海・空士曹候補士…18歳
～26歳　一般曹候補学生…18
歳～23歳　航空学生…18歳～
20歳（航空学生は高校卒業以
上または卒業見込みの人）
�試験日　９月20日～27日（職
種により設定されています）
�受付期間　８月４日～９月10
日
�申込先・問い合わせ　自衛隊
宮古募集事務所（�63－3881）
へどうぞ。

山田と大島を結ぶ

巡航船のご利用を
�期間　７月20日～８月17日
�料金（往復） 大人500円、子
供250円
�出港時間　下表のとおり
�問い合わせ　岩手県北自動車
㈱（�62－3350）へどうぞ。

全血献血あります

皆さんのご協力を
�期日　７月29日（火）
�時間と場所　役場前…午後１
時半～２時半　ＪＲ陸中山田
駅前…午後３時～４時半
�問い合わせ　役場保健福祉課
（内線161）へどうぞ。

「すくすく広場」で

交流深めませんか
町では、町内の幼稚園や保育

施設に入所していない乳幼児と
その父母や祖父母を対象に「す
くすく広場」を開催します。
�場所と期日　ふるさとセン
ター…７月23日　織笠保育園
…８月２日、９月３日　豊間
根保育園…８月６日　大浦保
育園…８月27日
�時間　午前９時半～11時半
�問い合わせ　子育て支援セン
ター（織笠保育園内�82－
6099）へどうぞ。

今月の納税
固定資産税………第２期
国　保　税………第１期
納　期　限……７月31日
口座振替日……７月２９日
～忘れずに納付を～

第�回山田町議会臨時会
�日時　７月23日（水）

午前10時～
どなたでも傍聴できます。

詳しい日程などについては、
町議会事務局（�82－3114）
へお尋ねください。

大島発

9：20
12：00
15：10

10：10
13：30
16：10

11：00
14：30
16：50

山田港発

9：00
11：40
14：50

9：40
13：00
15：40

10：40
14：00
16：30


